
ぜん息・ＣＯＰＤ患者の患者教育及びアドヒアランスの向上に関する調査研究

①-(ⅰ)ぜん息・COPD患者のアドヒアランスの向上（小児・成人ぜん息分野）

小児ぜん息患者のアドヒアランス向上のための個別化プログラム開発と学校との連携による
支援体制構築に関する調査研究

藤 澤 隆 夫

5点 4点 3点 2点 1点 平均点

4人 2人 0人 0人 0人 4.7

4人 2人 0人 0人 0人 4.7

4人 2人 0人 0人 0人 4.7

1人 5人 0人 0人 0人 4.2

2人 4人 0人 0人 0人 4.3

個別評価平均 4.5

5人 1人 0人 0人 0人 4.8

(５) 社会・経済に対する貢献度

(1)評価基準に沿った評価

・PAAQが現在、外来で汎用されるＡＣＴ,Ｃ-ＡＣＴと同じように使えるために、ガイドラインに載せ
ることをアレルギー学会、小児アレルギー学会のレベルで検討してもらいたい。

・FeNOとPAAQに加えてアドヒアランスの客観化の努力が求められる。項目５の評価は、今後結
論が得られる項目だと考えられる。項目２は項目５に左右される部分であり、今後の結果にその
評価は委ねられている。

・WEBへのアクセス回数等がわかるようにする仕組みが必要ではないか。

・アドヒアランス実践マニュアルをまとめた。また、学校生活管理指導票記載サポートプログラム
などをウェブページで完成した。これらは、アドヒアランス向上に有用である。

・PAAQの応用、実践マニュアルの出版もなされた。貢献度は評価できる。

・具体的な成果が得られており評価できる。個別化プログラム開発のベースとなっている各施設
における検討の症例数は必ずしも多くはなく、さらに知見を収集して個別化プログラムにフィー
ドバックしていくことが望まれる。

(４) 研究内容の独自性

(１) 環境保健対策の推進への貢献度

(2)記述評価

分 野 （ ２ ）

申 請 課 題 名 ：

調査研究代表者氏名：

1.評価軸別の評価

大変優れている（5点）　優れている（4点）　普通（3点）　やや劣っている（2点）　劣っている（1点）

2.総合評価

研 究 課 題 名 ：

(２) 研究成果目標の達成度

(３) 研究計画の妥当性


